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【１】農林水産業の振興

（１）経営の安定化

【その他の事業】

○ （新規）農業用廃プラスチック適正処理推進事業補助金 予算額：

（集落営農・担い手支援事業）

○ （継続）農業振興公社事業 予算額：

○ （継続）畜産振興事業 予算額：

○ （継続）きのこ・しいたけ栽培支援事業 予算額：

○ （継続）森林整備地域活動支援事業（造林事業） 予算額：

○ （継続）漁業資金利子助成事業 予算額：

○ （新規）鮮度保持用氷補助金（水産振興事業） 予算額：

（２）生物多様性を基本とした販売戦略

１．成長力強化戦略事業

17,048千円

26,938千円

44,000千円

生物多様性農業に取り組む農業者に対し、国の環境保全型農業直接支援対策に上乗せ助成を行いま
す。

（継続） 予算額： 911,447千円

（新規）環境保全型農業直接支払制度(水田経営安定対策事業） 予算額：

中山間地域等直接支払推進事業

　認証米取り組み農家を生物多様性農業の実践農家と位置付け、内容に応じた助成を行います。

農業生産条件が不利な状況にある中山間地域等における農業生産の維持を図りながら、多面的機能
を確保するために引続き事業を実施します。本年度は制度の一部拡充により、離島の平地についても
傾斜地と同等の条件不利地基準に該当する特認農用地となり、平野部と中山間地の一体的取り組みを
実施します。

（継続）佐渡版所得補償制度(水田経営安定対策事業） 予算額： 44,800千円

697千円

【１】農林水産業の振興

16,283千円

8,374千円

1,701千円

3,420千円

5,130千円

（継続）生物多様性保全推進事業 予算額：

世界重要農業資産システム（GIAHS）への登録を目指し、生物多様性農業の推進、生物多様性保全の
周知、島内外へ発信を推進します。

新潟大学寄附講座設置寄附金（大学連携推進事業） 予算額： 28,000千円

新潟大学に寄附講座を設置し、「環境と経済が好循環する環境経済システムの構築」を目指しま
す。科学的根拠に基づく環境保全型農業により、農林水産物の高付加価値化に取り組み、経営の安定
化を図ります。

（新規）
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【１】農林水産業の振興

【その他の事業】

○ （継続）販売網構築事業 予算額：

○ （継続）島内産材流通拡大支援事業 予算額：

○ （継続）離島漁業再生支援事業 予算額：

（３）生産から販売までを連携させる産業構造の改革

（新規）「島の応援団」推進事業 予算額： 8,085千円

平成22年度に策定した環境経済戦略に関連した、人の役割、地域の方向(GIAHSを盛り込む)を盛り込
んだ佐渡地域生物多様性戦略を策定するほか、低炭素村づくり事業に助成します。

179,315千円

22,349千円

予算額： 16,497千円

佐渡市が抱える最重要課題の一つである「産業振興」「人口の拡大」を解決するために、行政と共
に自ら課題解決に取り組む意欲のある者が協働・連携して、解決策の企画・実証に取り組み、成功事
例を創出して地場産業・地域経済などの活性化を促進します。

4,481千円

4,000千円

佐渡産品再生戦略事業

2,450千円

（継続） 29,824千円地場産品販売促進事業（佐渡産品再生戦略事業） 予算額：

佐渡産品の購入に対する市民への意識啓発、学校給食への地場産野菜のスムーズな供給体制整備を
推進するため、地産地消まつり等のイベント開催や野菜提供のための生産組織を育成します。また、
地元産の農林水産物を販売・加工・料理して提供するなど、一定の基準を満たした事業所等を地産地
消推奨店として認証し、地場産食材に目を向けるポイント交換制度の実証事業を行います。

平成22年度に設置した市内・首都圏アンテナショップの魅力アップを図り、地産地消の推進と、佐
渡産品販売促進に向けた新たな購買層の掘り起こしを行います。

（継続）地産地消推進事業

生物多様性戦略策定事業（継続）

主たる水産物である、ブリ、南蛮エビ、マグロ、イカ、アジなどについて、東京市場・新潟市場か
ら消費者までの流通経路及び価格の流通調査を行います。また、市場出荷以外の新規の販路を開拓
し、漁業者の所得向上を図る漁協の取り組みを支援します。

産学連携による企業研究開発の助成、物産展参加への支援、ホｰムペ-ジを活用した企業情報や地域
資源の情報発信を行うなど、企業間連携を促進します。

（継続）

（新規）漁業収益向上支援事業 予算額：

予算額： 16,542千円

予算額：
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【１】農林水産業の振興

（４）更なる環境イメージの向上

【その他の事業】

○ （継続）公共施設省エネ・新エネ設備導入事業 予算額：

○ （継続）生活環境測定業務委託料（公害対策事業） 予算額：

○ （継続）不法投棄対策事業 予算額：

○ （継続）リサイクル推進事業 予算額：

○ （継続）森林病害虫等防除事業 予算額：

竹林整備事業補助金（造林事業） 予算額： 1,776千円

森林の健全な育成を図るため、森林に進入した竹の伐採及び隣接する竹林（対象範囲あり）の全伐
に対する支援を行います。また、その他の竹林について、林産物の利活用を目的として５年以上維持
管理する者に対し、荒廃竹林の全伐及び間伐に対する支援を行います。

（継続）太陽光発電設備等補助金（新エネルギー導入事業） 予算額： 11,110千円

54,837千円

40,167千円

我が国が中期目標とする２０２０年までの温室効果ガス２５％削減に向け、国及び県が普及促進を
図る太陽光発電設備や電気自動車などの充電設備の整備を推進します。設置費に対し市が補助を行う
ことで、化石燃料に頼らない新エネルギーの普及促進に取り組みます。

（継続）

19,435千円

1,892千円

6,670千円

-　16　-



【２】観光等交流人口の拡大

（１）多様化する顧客ニーズへの対応

○ （新規）佐渡観光推進戦略会議フォローアップ事業補助金 予算額：

（観光振興対策事業）

○ （継続）外国人旅行客誘致事業 予算額：

（２）世界遺産登録の推進

【その他の事業】

○ （継続）世界遺産普及啓発・情報発信事業 予算額：

（３）観光資源の整理と活用

世界遺産登録の前提条件である構成資産の国文化財指定・選定を目指し、金銀山関連遺跡の発掘や分
布調査、景観・建造物の調査・研究を行います。

（継続）世界遺産登録推進事業 予算額： 23,403千円

構成資産の国文化財指定申請・選定申出に向けた協議・調整や、構成資産を補完する資料調査及び
収集を行うとともに、文化的景観を保存するための事業に取り組みます。

18,116千円

【２】観光等交流人口の拡大

（継続） 105,646千円世界遺産文化財指定事業 予算額：

9,000千円

（新規）佐渡トレッキング協議会負担金（観光振興対策事業） 予算額： 3,124千円

（継続）地域景観づくり支援補助金（都市計画事業） 予算額： 3,000千円

佐渡市景観計画に基づき、市民が自ら率先して取組む景観づくり活動へ補助金を交付し、景観に対
する市民の意識高揚を図ります。

国史跡「佐渡金山遺跡」の保存・管理を効果的に進めるための計画を策定するとともに、史跡標柱
の整備を行います。

（新規）世界遺産保存整備事業 予算額： 9,900千円

平成２２年度に島内の各トレッキング団体、関係集落などにより設立された佐渡トレッキング協議
会の活動をさらに充実させることで、トレッキング客のニーズに対応し、安全性や満足度の向上に繋
げます。

（新規）島内小学生民泊受入事業補助金（着地型ツーリズム整備事業） 予算額： 1,380千円

昨年整備された民泊受入地域において、島内の小学生を受け入れることにより、安全面や教育効果
等に配慮した受入技術の向上を図り、さらなる教育旅行の誘客拡大に繋げます。

27,744千円
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【２】観光等交流人口の拡大

【その他の事業】

○ （新規）佐渡トレッキング協議会負担金（観光振興対策事業）【再掲】予算額：

○ （継続）まちづくり交付金事業 予算額：

○ （新規）歩き・み・ふれる歴史の道佐渡大会負担金（文化財管理事業）予算額：

（４）効果的な誘客対策

【その他の事業】

○ （継続）フィルムコミッション事業 予算額：

○ （継続）外国人旅行客誘致事業【再掲】 予算額：

（５）交流人口の拡大

1,480千円

27,744千円

ジオパーク推進事業 予算額：

佐渡を縦断するフルマラソンやトキの生息地がコースとなっているハーフマラソンなどを実施する
ことで、体育スポーツの発展と、スポーツを通じての交流人口の拡大を図ります。

春の観光誘客エージェント対策事業補助金

（新規）

佐渡トキマラソン負担金（スポーツ振興事業）

人気テレビ番組から佐渡国際トライアスロン大会に参加する予定があるため、大会当日だけではな
く事前の番組なども含めて活用し、佐渡の魅力を大きく発信します。

3,124千円

（新規） 予算額： 23,500千円

176,969千円

（観光振興対策事業）

600千円

（継続費）総合体育館建設事業 予算額： 233,212千円

スポーツ活動の拠点となる総合体育館の建設に着手し、施設を利用しての大会・合宿・イベント等
の誘致を行うことで、スポーツ振興と地域活性化を図ります。

（継続） 予算額： 3,570千円

平成２２年度の補正で債務負担行為として計上した佐渡観光協会補助の当該予算により、年度によ
る切れ目のない旅行エージェントへの新規商品企画等支援を行い、佐渡への観光客が最も多い春から
夏期間の誘客を促進します。

テレビ番組佐渡ＰＲ事業（観光振興対策事業） 予算額： 1,000千円

18,150千円

日本海の成立や島の歴史をたどることができる自然遺産が豊かな島として、世界ジオパーク認定に
向けた取り組みを進めます。大学等との連携事業を推進するほか、市民対象のジオパーク講座や児
童・生徒を対象としたジオパーク学習の推進にも取り組みます。

（新規）（継続費）両津港埠頭地区開発事業 予算額： 274,000千円

（継続）

佐渡の玄関口である両津港に美しい佐渡のシンボルとなる建物を建設し、観光資源の情報発信基地
として、また、様々な体験ができる施設として、両津港を利用する観光客の滞留を促し、市民も集え
る場所として整備します。

（新規）
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【２】観光等交流人口の拡大

【その他の事業】

○ （新規）テレビ番組佐渡ＰＲ事業（観光振興対策事業）【再掲】 予算額：

○ （継続）姉妹都市等交流事業 予算額：

○ （継続）外国人旅行客誘致事業【再掲】 予算額：

○ （新規）陸上競技場周辺整備事業 予算額：

（６）定住の促進

【その他の事業】

○ （継続）コールセンター就業人材育成事業（企業支援対策事業） 予算額：

○ （継続）佐渡密着型コールセンター就業人材育成事業(企業支援対策事業)予算額：

1,000千円

11,488千円

（新規）国際交流基盤整備事業 予算額： 4,515千円

全天候型第３種公認陸上競技場を整備することで、施設を利用しての大会・合宿・イベントの誘致
を行い、交流人口の拡大を図ります。

（継続）（継続費）陸上競技場整備事業 予算額： 820,425千円

54,150千円

27,744千円

（財）自治体国際化協会が派遣する国際交流員を配置することで、観光客の誘致戦略や受入れ体制
を強化します。また、近年増加する外国人旅行客への対応として、市内の多言語会話が可能な人材の
発掘及び育成を目的とした通訳ボランティア育成事業を実施します。

38,661千円

大学のシーズと市のニーズのマッチングを促進し、活力ある地域づくりに大学と連携して取り組む
ため、包括連携協定大学との間に連携協議会を設置するとともに、大学教員と市職員との交流の促進
を図ります。

（継続）

6,257千円

8,630千円

交流居住・定住促進対策事業 予算額： 12,500千円

佐渡の情報誌「えール」や首都圏での定住イベントなどで積極的に情報を発信するとともに、定住
専門誌や地下鉄車両広告などを活用して市の各種支援施策を島外にアピールします。また、農林水産
業体験などの各種メニューからなる島暮らし佐渡体験交流会、空き家情報システムなどの各種支援策
を通して、交流から定住への一体的な取り組みを展開します。

空洞化が目立つ商店街の振興として、生活空間機能の中心市街地再生に向け商店街再生モデル地区
を設定し、商工会や商店街組合と連携を図り、活性化に取り組みます。

（新規）大学連携推進事業 予算額： 977千円

（新規）商店街活性化モデル事業（商工振興事業） 予算額： 3,000千円

雇用や産業の発展を期して、新潟県・佐渡市東京事務所と連携し、コールセンターなどのIT企業を
誘致します。また、誘致企業に対する支援を行います。

（継続）企業誘致事業（企業支援対策事業） 予算額：
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【３】交通インフラの整備

（１）航空路の整備

（２）佐渡航路の充実

（３）島内公共交通体系の整備

【その他の事業】

○ （継続）運行費補助金（生活交通確保対策事業） 予算額：

（４）道路の整備

【その他の事業】

○ （継続）道路橋りょう改良舗装事業 予算額：

189,000千円

720,400千円

（生活交通確保対策事業）

【３】交通インフラの整備

（継続） 12,000千円新航空路開設促進協議会負担金等（空港対策事業） 予算額：

地域間競争力の強化、島民の安全安心の確保及び産業の活性化に資するため、佐渡空港滑走路２千
メートル化の早期事業化に向けて、県や関係機関に対する働きかけを強化します。

（継続） 予算額：

予算額： 90,000千円

32,054千円

予算額： 56,468千円

（新規）

地域公共交通活性化協議会負担金

社会資本整備総合交付金を活用して、佐渡汽船によるカーフェリー代替船舶の建造に対する補助を
行い、削減される減価償却費を原資として運賃の低廉化を図ります。

離島航路船舶建造事業補助金（航路対策事業）

各種社会実験の実施により、高齢者や学生などの交通弱者の外出支援を図り、地域の実情に応じた
持続可能な交通体系の整備を目指します。

離島航空路確保対策補助金　※航空会社補助金

（空港対策事業）

現在休止となっている佐渡－新潟間航空路線については７月の運航再開が予定されており、その安
定した運航体制を確保するため、県とともに航空会社への支援を行います。

（継続）佐渡航路活性化協議会負担金（航路対策事業） 予算額： 5,432千円

国、県、対岸市、航路事業者その他関係団体等と連携しながら、航路の利便性向上と満足度の高い
サービス実現を目指します。

（継続）

社会資本総合整備計画により、金井６号線ほか６路線の道路整備を進め、国・県道とのネットワー
クを充実させ、中央の医療機関及び主要公共施設への到達時間の短縮を図り、市民生活の安定と利便
性向上に寄与します。

社会資本整備総合交付金事業（改築系）（継続） 予算額： 351,289千円
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【４】安全・安心な地域づくり

（１）地域力の向上

【その他の事業】

○ （継続）佐渡おこしチャレンジ事業補助金（地域・ふるさと振興事業）予算額：

○ （継続）集落支援モデル事業補助金（地域・ふるさと振興事業） 予算額：

○ （継続）ＮＰＯ支援事業 予算額：

○ （継続）ボランティア育成事業 予算額：

（２）消防防災・救急体制の整備

【その他の事業】

○ （継続）自主防災組織育成補助金（防災対策事業） 予算額：

○ （継続）消防防災施設・設備整備事業 予算額：

（３）医療・福祉・介護体制の整備

市民へ安全・安心な医療を提供するため、本年１０月に開院する佐渡総合病院の移転新築事業に対
し支援します。

佐渡総合病院移転新築事業補助金（病院補助事業）（継続） 予算額： 1,300,000千円

（継続）コミュニティ助成事業補助金（地域・ふるさと振興事業）

165千円

3,000千円

既設のケーブルテレビの回線を活用して、屋内の戸別受信機を主体としたＦＭ告知方式による片方
向の通信システムを構築し、災害などの緊急時における情報を市民へ一斉配信し、防災体制の強化を
図ります。

（継続）救急救命対策事業 予算額： 4,935千円

救急医療の高度化等に対応するため、救急救命士を育成するとともに、救命率向上を図るため救急
救命士が行う応急処置の知識、技術を医学的観点から維持・向上させる体制や、建設中の佐渡総合病
院内に救急ワークステーションを整備します。また、普通救命講習等を通して応急手当の普及啓発を
行います。

【４】安全・安心な地域づくり

（新規） 58,000千円緊急情報伝達システム整備事業 予算額：

19,400千円

5,600千円

192千円

（医師・看護師等確保対策事業）

98,268千円

看護師の確保対策として、島外出身の看護職員及び島外で勤務する看護職員の島内での就業定着を
図ることを目的に、住居費の一部を補助し生活の支援を行います。

予算額： 10,000千円

集落などのコミュニティ団体が、お祭り用具などコミュニティ活動に必要な備品を整備する経費を
支援します。

1,440千円（新規） 予算額：
看護師等就業定着支援補助金
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【４】安全・安心な地域づくり

【その他の事業】

○ （継続）障害者外出支援事業 予算額：

○ （継続）地域生活支援事業 予算額：

○ （継続）介護雇用プログラム事業（雇用促進の支援事業） 予算額：

○ （継続）誘致校奨学金貸与事業（専門学校支援事業） 予算額：

　障がい者への就業支援と生活支援を一体的に行うセンターの開設を支援します。

障害者就業･生活支援センター設置促進事業

（障害者施設雇用対策事業）

介護福祉士及び訪問介護員などの資格取得に必要な受験料、受講料、旅費等の経費の一部（経費の
１／２、上限５万円）を助成することで、就労意識の向上を促進、介護現場の人材不足解消及び雇用
の場の確保を図ります。

（新規） 予算額： 13,102千円

予算額： 5,749千円

医療・福祉・介護の拠点づくり推進のため、平成２２年度に引き続き新潟大学などとの官学連携を
進めます。今年度は、モデル地域での住民の意識調査結果を基に、地域の支え合い意識の醸成を図り
ながら、新たな事業展開を地域住民と協働して進めます。

（継続）資格取得支援事業補助金（老人福祉一般経費） 予算額： 930千円

介護基盤整備事業補助金（老人福祉施設整備事業） 予算額：

43,778千円

26,397千円

（継続）安全安心地域推進事業

特養等施設への入所待機者の解消とともに、在宅などで介護する介護者の負担軽減を図るため、第
４期介護保険事業計画に基づいて施設整備を進める中で、社会福祉法人などの民間による施設整備へ
の参入を促進するため、市が施設建設費に係る補助金を交付します。

（継続）

6,648千円

65,294千円

804,250千円
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【５】次世代を担う人材育成

（１）子育ての支援

【その他の事業】

○ （継続）子育て支援センター運営事業（次世代育成支援対策事業） 予算額：

○ （継続）出会いサポート事業 予算額：

子どもの健康を守る任意予防接種助成事業（予防接種事業）

（新規）

安全・安心な妊娠・出産が出来る環境を整備するため、妊婦健康診査・妊婦歯科健康診査の公費負
担による支援や、助産師による母子訪問指導に取り組みます。

（新規）特定不妊治療費助成事業（すこやかな妊娠・出産事業） 予算額： 1,500千円

子どもの疾病予防や重篤化防止を図り、子育てしやすい環境をつくるため、予防効果が高いといわ
れる子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用の全額を助成します。

妊娠を望む夫婦への支援策として、特定不妊治療に要する費用の一部を助成し、治療に伴う経済的
負担の軽減を図ります。

（新規）

【５】次世代を担う人材育成

（継続） 44,875千円すこやかな妊娠・出産事業 予算額：

予算額： 48,184千円

（継続）放課後児童クラブ運営事業（児童館・学童保育運営事業） 38,884千円

子どものインフルエンザ予防接種事業（予防接種事業） 予算額： 16,000千円

（継続）子どもの居場所づくり創設事業（次世代育成支援対策事業） 予算額： 4,000千円

親子や親同士、子ども同士が気軽に集える場所としての「子どもの居場所」を整備することによ
り、子育てに対する不安や負担の軽減と児童の健全育成を図ります。また、併せて地域の子育て力の
向上を推進します。

放課後児童対策の一環として、放課後児童クラブを新たに２ヶ所設置し、児童の健全育成と保護者
の仕事と子育ての両立を支援します。

1,084千円

予算額：

5,766千円

子どものインフルエンザ感染による重篤化防止を図り、子育てしやすい環境をつくるため、子ども
のインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。
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【５】次世代を担う人材育成

（２）次世代の教育

小

中

小

中

（３）佐渡活性化のための人材育成

【その他の事業】

○ （継続）人材育成事業（地域・ふるさと振興事業） 予算額：

○ （継続）地場産業育成事業 予算額：

○ （新規）「島の応援団」推進事業【再掲】 予算額：

3,000千円

2,000千円

8,085千円

経済的な理由で小・中学校にかかる費用の支払いが困難な家庭に対し、学用品費、給食費、修学旅
行費などの支援を行います。また、今年度から認定基準の見直しを行い、国の示す単価に基づいて、
クラブ活動費、児童・生徒会費、ＰＴＡ会費についても援助を行います。

20,798千円

（継続） 予算額： 1,603千円

　企業が必要とする優秀な人材を確保するため、インターンシップ（就業体験）を実施します。

（継続）

（継続）

インターンシップ事業（企業支援対策事業）

22,735千円

小・中学校において、郷土を愛し夢と誇りを持つ教育を推進するため、地域人材を活用してトキな
どの佐渡特有の自然、佐渡金銀山などの歴史、佐渡おけさをはじめとした伝統文化を学ぶ佐渡学を充
実します。また、職場体験などのキャリア教育を推進し、将来を担う人材を育成します。

予算額：
総合学習支援事業（小学校総合学習支援事業）
　　　　　　　　（中学校総合学習支援事業）

8,729千円

4,279千円

予算額：
就学援助（児童援助事業）
　　　　（生徒援助事業）
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合併特例債事業・その他の事業

【合併特例債事業の全体概要】

  平成23年度着手予定事業

事業費

645.2億円

177.6億円

63.2億円

区　　分

　合併時当初計画 409.6億円

81.7億円

50.6億円

備　考

　・合併特例債の限度額は
　　420億円。
　・地域振興基金（40億円）
　　は含んでいない。

合　　　計

  平成16～22年度着手事業

合併特例債

6,324,128千円

51,500千円

478,248千円

915,046千円

11,502千円

10,509千円

18,983千円

民生費 （新規）小木こどもセンター周辺整備事業（保育所整備事業）

292,425千円

（新規）（継続費）南部地区統合中学校校舎移転改築事業 822,448千円

衛生費

教育費

（継続）（継続費）金井小学校移転改築事業

（新規）（継続費）畑野地区統合小学校改築事業

54,150千円

総務費

２．合併特例債事業

款

（新規）（継続費）両津港埠頭地区開発事業【再掲】

予算額事業名

（新規）緊急情報伝達システム整備事業【再掲】

90,000千円

274,000千円

58,000千円

（継続）（継続費）内海府小中連携校改築事業

（新規）（継続費）東・南統合中学校校舎改築事業

820,425千円（継続）（継続費）陸上競技場整備事業【再掲】

（新規）陸上競技場周辺整備事業【再掲】

（継続）佐渡総合病院移転新築事業補助金(病院補助事業)【再掲】

（継続）（継続費）し尿処理施設整備事業

（新規）離島航路船舶建造事業補助金(航路対策事業)【再掲】

165,258千円（新規）（継続費）金井小学校体育館移転改築事業

187,609千円

1,300,000千円

（新規）金井小学校プール改築事業

72,400千円

（新規）金井小学校グラウンド整備事業

（新規）相川小学校改築事業

468,413千円

（継続）南部地区学校給食センター建設事業

（継続）（継続費）総合体育館建設事業【再掲】 233,212千円
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合併特例債事業・その他の事業

○ 民生委員児童委員活動事業 予算額：

○ 地域福祉推進事業 予算額：

○ 社会福祉法人運営費助成事業 予算額：

○ 子ども手当支給事業 予算額：

○ 生活保護事業 予算額：

○ 畜産施設整備事業 予算額：

○ 社会資本整備総合交付金事業（橋梁の長寿命化修繕計画策定） 予算額：

○ 住宅整備事業 予算額：

○ 消防救急無線デジタル化整備事業 予算額：

○ 耐震性貯水槽整備事業 予算額：

○ （継続費）両津小学校大規模改造事業 予算額：

○ 重要伝統的建造物群保存事業 予算額：

【簡易水道特別会計】

○ 統合簡易水道事業（西三川・真野南部地区） 予算額：

○ 基幹改良事業（小木町地区） 予算額：

○ 統合簡易水道事業（赤泊地区） 予算額：

【下水道特別会計】

○ 下水道建設事業 予算額：

（新規）

220,679千円

163,273千円

1,034,032千円

（継続）

（継続）

（継続）

233,731千円

（２）特別会計

32,514千円

（継続）

（継続） 45,471千円

（継続）

178,199千円

192,700千円

868,916千円

38,955千円

570,318千円

（継続）

（継続）

（継続）

（継続）

5,000千円

（継続）

44,276千円

３．その他の事業

（１）一般会計

9,014千円

33,250千円

159,509千円

（継続）

（継続）

（継続）

（継続）
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